
八坂地区タウンミーティングでいただいた意見等と市の回答
	☆
	項　目
	意　見　の　内　容
	対応可能性と

対応時期
	対応策または

不可能な理由等
	担当課

	1
	社会教育
	学校のナイター照明をもっと明るくしてほしい。


	■可　能

■対応済
□今年度中
□次年度以降

□検討中
□不可能

□その他
	　１０月２９日にグラウンド照明の照度測定を行いました。ご指摘のあったセンター付近については、他の内野やレフト・ライトに比べると数値がやや低いものの、ソフトボールなどのスポーツを行うための必要な明るさは確保されていますので、現状での利用をお願いします。
	地域学習振興課

上田　哲也

948-6918

	2
	地域資源
	石手川にある「鎌投げ」や「おかよ地蔵」など、地域の宝をきれいにしたら地域の自慢にもなるのではないか。


	□可　能

□対応済
□今年度中
□次年度以降

□検討中
□不可能

■その他
	　「鎌投げ」周辺の整備については、堤防の管理者の愛媛県中予地方局管理課に問い合わせたところ、「県予算による草刈り等は治水における支障がなければ困難な状況ですが、地域の皆様のご協力による愛リバーサポーター制度を設けていますので、お気軽にご相談ください」との返事をいただきましたので、ご相談ください。
（中予地方局管理課　909－8770）

　「おかよ地蔵」の整備について、他の地区でも公民館等地域の皆さんが主体となって、先人を顕彰している例があります。八坂地区の「おかよ地蔵」についても、地域の皆さんが主体となって、顕彰活動を進めていただき、市としてその活動を支援していきたいと思います。
	文化財課

入口　崇子

948-6603

	3
	公園
	公園や緑をもっと増やしてほしい。


	■可　能

■対応済
□今年度中
□次年度以降

□検討中
□不可能

□その他
	松山市ではまちの緑化を推進するため、「緑のまちづくり奨励金制度」を設け、個人が生垣や庭木をつくるときに、一定の費用を補助しています。

また、地域の活動に対しては、花壇をつくる費用の補助や、花の種子や花苗、樹木の配布を行っていますので、ぜひご利用ください。

このほか、普及・啓発イベントとして、市内の小・中学校を対象とした、学校花壇コンクールや、「緑化推進ポスター」のコンクールを行っています。
	公園緑地課

渡部　博教

948-6854



	4
	公園
	石手川公園は、校区外になるので子ども達だけで遊びにいけない。また校区内にボール遊びできる公園がない。

ボール遊びできる公園を教えてほしい。


	□可　能

□対応済
□今年度中
□次年度以降

□検討中
□不可能

■その他
	身近な公園は、ボール遊びをするのに十分な広さがなく、他の公園利用者への危険性や近隣住民に迷惑がかかることから、ボール遊びは原則禁止としていますが、ボール遊びを求める声が多いことから、平成１８年度から「キャッチボールのできる公園づくり事業」に取り組んでおり、地域のご理解、ご協力のもとルールや環境を整えて、現在、平井公園・河野別府公園・中野公園・久万ノ台緑地・堀江中央公園・福音公園・白水台北公園・古川公園の８公園で整備が完了しています。

今後も地域の皆さんと協働で事業を進めていきたいと考えています。
	公園緑地課

管　正人

948-6497



	5
	芝生化
	小中学校、幼稚園などで芝生化を推進すれば、子どもの情操教育にいいと思う。


	□可　能

□対応済
□今年度中
□次年度以降

□検討中
□不可能

■その他
	グラウンド等の芝生化には、子どもたちのコミュニケーション能力や運動能力の向上、地域の子育て環境の構築、砂埃の軽減や熱中症予防などの効果があります。

これまで、平成23年度に坂本幼稚園、石井保育園、山越保育園、平成24年度は三津浜幼稚園、朝美保育園、浅海保育園、松山市地域交流センター、潮見小学校、平成25年度は石井幼稚園、道後保育園、粟井保育園、雄新中学校でグラウンド等の芝生化を行いました。

芝生化へ取り組むためには、

・学校、保護者、地域の方々、グラウンドの利用者による芝生を育成するための協力体制の構築

・芝生を育成するための水の確保

・芝生化により支障が出るスポーツに対する対応

などが必要となりますので、こうした条件が整った学校等からの要望に基づいて、芝生化に取り組みたいと考えています。
	学習施設課

二宮　仁志

948-6873

	6
	高齢福祉
	サロンの健康教室に小学校の体育館を貸してもらえないか。また冷暖房もつけてほしい。


	□可　能

□対応済
□今年度中
□次年度以降

□検討中
□不可能

■その他
	　学校施設の使用については、学校長の権限となりますので、学校長にご相談ください。
なお、冷暖房設備の設置については、学校からの要望を踏まえ、設置場所や用途、必要性など、総合的に検討します。
	学校教育課

岡井　博之

948-6871
学習施設課

二宮　仁志

948-6873

	7
	まちづくり
	いきいきサロンなどで地元が使える施設がほしい。

	□可　能

□対応済
□今年度中
□次年度以降

□検討中
□不可能

■その他
	　まちづくり協議会やいきいきサロンなどの活動は、地域の皆さんが主体となって公民館や学校の教室の空き時間等を利用して実施されています。
　新たな施設の整備は困難な状況ですので、今ある施設の有効活用をお願いします。
	市民参画まちづくり課

古田　真樹

948-6963

高齢福祉課
重見　大作

948-6414




	8
	公園
	八坂公園は小さい公園だが、フライブルク庭園がなければ広く使える。フライブルク庭園は必要なのか。


	□可　能

□対応済
□今年度中
□次年度以降

□検討中
□不可能

■その他
	フライブルク庭園は、姉妹都市のフライブルク市との友好の証として平成６年に建設された庭園です。八坂公園は、他の公園に比べると小さい公園ですので、ご不便をおかけしていますが、姉妹都市友好の証ですので、ご理解ください。
	公園緑地課

管　正人

948-6497



	9
	学校教育
	八坂小学校の校区が広がって友達がたくさんできたらいいと思う。


	□可　能

□対応済

□今年度中

□次年度以降

□検討中

□不可能

■その他
	　現在の校区は地域に根付き、多くの卒業生を送り出しています。校区の変更については、その地域や学校等だけでなく相手方の地域や学校とも十分な協議が必要になり、慎重な対応が必要になります。　　

通学区域の変更について地域住民の方々と関係する学校からの要望があれば、松山市通学区域調整審議会で審議されますので、地元で十分協議いただきたいと思います。
	学校教育課

大原　信友

948-6870

	10
	まちづくり
	ホタルボランティア部で草刈りをするが、石積みの補修、大木の除去、地域で安全に作業ができるよう、石積み法面の勾配を緩やかにしてほしい。
	■可　能
■対応済

■今年度中

□次年度以降

■検討中

□不可能

□その他
	11月7日に愛媛県中予地方局管理課、松山市下水道サービス課及び地元ホタルボランティア部の部長さんらと要望事項について協議し、まず、石積みの補修については、来年3月の草刈後、地域の立会いの上、石積みの状態を確認することにしています。

次に大木の撤去については、撤去後、法面崩壊の恐れがあることを説明し、撤去しないことで了解をいただきました。

法面を緩やかにすることについては、ホタルの生息環境に悪影響を与えかねないというホタルボランティア部の意向で見送ることとなりました。
	下水道サービス課

尾崎　隆輝

948-6538

	11
	まちづくり
	結婚を望む人にサポートをしてほしい。
	□可　能

□対応済
□今年度中
□次年度以降

■検討中
□不可能

□その他
	いわゆる婚活については、愛媛県が主体となって取り組んでおり、一定の効果があるようです。第６次松山市総合計画でも「出会いからの環境整備」を位置づけており、今後、市としてどのような出会いの場を創出すべきか検討していくことにしています。
	保健福祉政策課
高橋　和大

948-6823

	12
	環境
	ごみを無断で捨てていく人がいるので、カメラを貸してほしい。


	□可　能

□対応済
□今年度中
□次年度以降

□検討中
□不可能

■その他
	本市では、ごみ集積場所の管理に関し、適正なごみ出しや日常の清潔の保持に努めていただくよう、町内会等にお願いしています。こうした中、一部のルール違反ごみを排出する心ない人のために、監視カメラを設置することは、一定の抑止効果は見込まれますが、正しくごみの排出をしている方も監視対象となることなどの問題に加え、市内におよそ２万箇所の可燃・資源ごみ集積場所が点在することから、財政面において困難であると考えています。

今後とも地元町内会等のご協力をいただきながら、啓発看板の設置やチラシ配布などによるモラルの向上を図る啓発活動を継続していくことが重要と考えています。
	清掃課
稲田　靖穂
921-5516

	13
	社会教育
	八坂公民館のエレベーター設置を再度お願いしたい。


	□可　能

□対応済
□今年度中
□次年度以降

□検討中
□不可能

■その他
	公民館東側にスペースがありますが、この場所にエレベーターを設置するためには2、3階を大規模に改修する必要があるため、申し訳ありませんがエレベーターの設置は困難と考えています。
	学習施設課

二宮　仁志

948-6873

	14
	防災
	八坂城東分団は城東支署に同居し詰所がない。今後詰所を独立する考えはないか。
	□可　能

□対応済
□今年度中
□次年度以降

□検討中
□不可能

■その他
	城東分団の団員にご意見をうかがったところ、「現状では待機室も確保されており、消防団員も城東支署の周辺に居住しているため、災害出動には迅速に対応できていることや、署員との連携などを考慮すると、引き続き同居したい」とのご意見をいただきました。

今後、消防団から、移転の申し出がありましたら、財政事情等を考慮して検討したいと考えています。
	消防局総務課

川﨑　正彦

926-9229
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